
人工気象室

難波千営子

人工気象室は，実験植物を様々な環境条件で培養育成するための施設として， 1979 年培養育成施

設内に基生研実験研究棟の完成と同時に設骰された。続いて，下等真核生物の培養を専門に行うため

の施設として下等真核細胞培妥室が， さらに実験室では育成が困難な植物実験材料を飼育および栽培

するために実験圃場が， 1982年に設置された。それぞれの室は当時，担当者であった太田行人教授（基

生研名脊教授），近藤孝男助手（現名古屋大学教授），藤田善彦教授（現福井県立大学教授），中研一

教授（現ニューヨーク大学教授），長浜嘉孝助教授（現基生研教授），本多八郎前技術課長らによって，

研究を推進するためのいろいろな工夫が凝らされた。

1984年度から1992年度までは藤田菩彦教授（現福井県立大学教授）が， 1993年度以降は西村幹夫教

授が，難波干営子技官とともに各室の管理運営に当たっている。

この10年間の研究者の交替や実験内容の変化に伴って，多様な高等植物を扱う利用者が増加し，各

室には従米の一定温度・湿度・日長時間の設定といった環境条件設定以外に，辿伝子組換植物への対

応や，強照度，極端な高温低温下での培養に対応した室作りが要望されるようになった。これに答え

るために， 1991年度，人工気象室の恒温恒湿室 5 室の空調機および温湿度の制御装骰を更新すること

により，老朽化への対応を兼ねた制御機能の向上が測られた。 1996年度には人工気象室および実験圃

場が拡充された。人工気象室には陽性植物の室内栽培用に 30,000~50.000 Lux という比較的強照度

が得られる培養室と，ー10℃ -55℃という植物にとって極端な温度や，最高 120,000 Lux という強照

度のもとで培養育成できる培接器が，実験圃場には Pl 温室がそれぞれ設置され，今後の実験研究に

大きく貢献することが期待される。また，現在の研究の動向にあわせた既設の設備の改造も進行中で

ある。

一方，高等植物の栽培が培養室で行われることで，植物を食害する虫の発生や，室内へ土とともに

持ち込まれるカビやパクテリアが原因で寒天培地や液体培地による無菌培養が汚染されるなどの新た

な問題も生じてきている。

これら一つ一つの問題に対応しつつ，これからの実験研究の流れに則した施設運営を如何におこ

なってゆくかが，今後の課題である。
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